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＜連絡事項＞
・家庭内での感染予防対策を支援する特別手当を法人全職員に支給し、一層の感染防御に努めていただくことといたしました。マスクや消毒剤、洗剤などの購入に役立ててください。くれぐれもご注意くださいますようお願いいたします。

対象　年俸者を除く法人全職員（パート含む）　
金額　３，０００円／月

期間　２０２０年５月支給分給与から１０月支給分までの６か月間
・ネームカードの発注をしますので、希望者は以下の内容を入力して、庶務までメールを返信してください。　5/27（水）まで。
　　・職員番号

　　・氏名（ふりがな）

　　・職種

　　・発注する理由（磁気不良など）

＜患者様連絡事項＞
・尾嵜　マリ子様～5/19　15：30～長男、長男妻、妹、本人様、岩藤Ns、PSW大川同席、主治医面談実施。

本人様は、頑なにアパートへの退院を希望し、訪問介護や家族の助けで買物さえしてもらえれば生活に支障はないと考えている。中間施設や個室の高齢者向け住宅であっても拒否。家族様は、現在の本人様の状態は表向きと捉えており、アパートへ帰るとすぐに入院前の本人様へ戻るとの見解。しかし、このように拒否が強ければ施設側も受入れが困難なことは理解している。看護師より、一時外泊か外出を行い、病院職員も訪問して自宅で生活していく上で支障を来している部分をみてみることを提案。家族はなかなか首を縦に振らなかったものの、このままでは堂々巡りとなってしまうこと、自宅生活が難しい部分を洗い出すことで、施設入所方向に向けて進めやすくなる事を伝え、了承を得る。

当院からの外出が可能になったら、長男妻へ病棟より日程調整の連絡をすることを伝えている。
・千葉　光広様～疼痛時ロキソプロフェンＮａ（60）10回分処方となっている。
　　　　　　　　夜間頻尿により泌尿器科受診を希望している件については、担当スタッフから佐々木泌尿器科へ電話で相談し対応していく。受診が必要な場合にはスタッフ付き添いで受診可と指示あり。

・内田　都影様～体動時の眩暈は継続しており、軽度眼振あり。田中Dr診察し、①ベタヒスチンメシル6T　3×毎食後　②ツムラ五苓散ｴｷｽ顆粒3包　3×毎食後　14日分処方。
・山下　幸子様～計画相談　晴山氏より施設見学の予定について問い合わせあり。主治医からは外出可の口頭指示あり、見学対応可能である事を先方へ伝えている。現在待機して頂いている施設については面会制限の為6月迄見学は出来ないと返答あり。系列施設のうち洋野町の施設に空きがあると連絡あり、見学を進めていく事としている。5/22　9：00～12：00見学予定。
・中村　豊様～成年後見人決定通知書が届いています。本人が受け取って内容確認後、書類を預かっています。

・中野渡　鉄男様～本日夕から食事形態変更。粥・キザミ⇒粥・粗キザミへ変更。

・井上　和美様～腹部症状訴え5/21からヨーグルト対応へ変更。

＜要注目患者様＞
・内田　都影様～体動時の眩暈は継続しており、軽度眼振あり。頭部から影響を受ける眩暈ではないと考えられる為、内服で経過観察の指示あり。本人は早期の耳鼻科受診を希望しているが、田中Drから処方薬は当院と変わらないことを本人へ説明。2ヶ月程度内服を続けても改善見られなければ、深澤Drへ相談し耳鼻科受診検討の指示を受ける。プログラムは、運動は無理せず、作業療法は参加するが午前中でしばらくは予定を組んでいきます。引き続き、身体面、精神面を観察していく。
・中村　豊様～滝田　英人様と廊下ですれ違う際に相手から叫ばれる様子見られている。介入には「何もしていない」と話すが、状況を確認すると拳を振り上げた際に相手から叫ばれたと報告。「昨日胸を叩かれたから仕返しをしようと思った」と訴える為、先に手を挙げるような行動をとる事で関係をこじらせる結果となる事を振り返っている。
・鈴木　知子様～朝から下痢気味だと報告されていますが、プログラムは拒否なく参加されている。プログラム参加中にもトイレに行く様子みられているが、腹痛などの症状を訴える事はない。就床前薬の下剤を除剤したいと希望聞かれている為、夜勤スタッフへ伝える事を説明している。
＜深澤Ｄｒ診察情報＞
・山下　幸子様～特に精神症状には大きな変化なし。気分の変動や衝動行為なども認め、軽度の過敏性の更新や対人関係面の不安定さ、漠然とした不安感は残存しているものの衝動性の悪化や操作的な言動などは目立たない。
・内田　都影様～めまい症状は軽減しており、現在は特に日常生活には支障が無い程度であり、身体的にも特に目立った変化なし。関係念慮や被害妄想が念慮などの精神症状は認めず。また、気分の変動や感情も不安定さ、感情失禁などの精神症状にも悪化なし。魔術的な思考に関連した訴えやその他病的体験は目立たない。

・五日市　規様～その後は精神症状には大きな変化なく、自閉的であるが余暇はテレビを見て過ごしている。その他概ね落ち着いて過ごすことが出来ている。一方で言動はまとまりに欠いている。拒絶、粗暴行為、衝動行為などには悪化なし。
・風穴　義信様～他者とも交流や会話は少なく自閉的であるが、その他精神症状には変化なし。病的体験や気分の変動なども認めず。その他精神病症状には再燃なく、小刻み歩行や動作の緩慢さなどの錐体外路症状にも悪化なし。
・中村　豊様～精神症状に特に変化なく、依然として多幸的であり、軽度の衝動行為や干渉行為などは持続しているものの大きなトラブルには至ることはない。その他概ね落ち着いている。
・松永　勘五郎様～依然自閉的で他者との交流や会話は殆どないものの抑うつ気分や意欲の低下などは否定する。精神病症状には悪化なし。リハビリテーションには拒否なく参加し、ADLは概ね自立している。食思や睡眠は良好である。
＜金Ｄｒ診察情報＞
・坂本　福子様～「おかげさまで日中は寝ないで作業できてます。」と話す。易刺激性や爆発性は改善しており、時折他患者から絡まれた際も本人はうまく流す事ができている。日中の傾眠も以前と比べて減少してきている。処方は変更なし。
・中野渡　鉄男様～調子は変わりないと話す。5/16に同室者と窓の開閉をめぐってトラブルとなっているが、以後窓を勝手に開けられる事はなくなったと話す。
・井上　和美様～「調子よくない。下痢したり、便秘したりミヤＢＭ飲んだり。牛乳が良くないのかな。あと足が冷える。顎があんまり動かないし」と訴える。身体的な訴えや薬のこだわりの訴えは強い。過去の出来事を妄想的に解釈したり、身体的な症状と結びつける様子がみられる。腹部症状を訴え牛乳が合わないと話すため、ヨーグルト対応へ変更。
・小笠原　文人様～気分はまあまあ。「便秘する事があるのでピコスルファート出してほしいです」と話す。リハビリパンツの使用を気にしている様子があるが、病棟での使用は可能である事を説明。
・巴　勇樹様～「調子はいいです。今日は作業で色塗りやってました。」目立った逸脱行為や不潔行為などには悪化なし。概ね日常生活動作は声掛けで自立している。喫煙の要求が過度となることはない。その他日常生活に大きな支障となるような精神症状の悪化は認めない。他覚的には軽度の眠気あるが、本人は否定する。明らかな有害事象なし。
・高橋　康満様～「変わりないです。この前の特別の給付金書類は事務の方に提出しました。」と報告。精神状態の変化は見られない。
・角濱　義弘様～「寝起きがきつい。今は起きたいって気持ちになるんですけど、身体がついていかないですね。どうしたらいいでしょうか？」と訴える。意欲の改善と比べ身体の状態が追い付いてきてないことに不安を訴える。時間経過とともに徐々によくなってきていることを説明し、焦り過ぎないようにアドバイスしている。処方は同内容で7日分処方。
